
※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

１．件名：近畿大学原子力研究所の制御棒駆動機構の更新に関する行政相談 

 

２．日時：令和５年７月２１日（金）１６時００分～１６時０４分 

 

３．場所：原子力規制庁１０階会議卓 A（TV 会議により実施） 

 

４．出席者： 

原子力規制庁 原子力規制部 審査グループ 研究炉等審査部門 

金子安全規制調整官、伊藤主任安全審査官、篠田試験炉係長 

 

近畿大学原子力研究所 

准教授、他２名 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．配付資料 

  なし  
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別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:04 では、定刻になりましたので分、7 月 18 日に実施しました近畿大学原子力研究所

からの制御棒駆動機構の更新に関わる行政相談の回答ということで面談を始め

たいと思います。 

0:00:20 よろしくお願いします。はい。 

0:00:23 令和原種球場のシノダからですね、発送先日の設工認の要否について相談を受

けましたがそれの回答について、をお伝えします。結論から申し上げますと、結果

として設工認の申請が必要というふうに考えております。 

0:00:46 近畿大学スギヤマです。設工認を必要承知しました。ありがとうございました。 

0:00:53 理由について規制庁の塩田です。理由について補足しますと、やはり近隣間の施

設工認の申請書に仕様が詳しくは詳しく記載されておりまして、今回更新するにあ

たって、 

0:01:05 仕様に変更が生じるということでですね、こちらは設工認の対象になる設工認の

申請が必要になるものというふうに判断してございます。 

0:01:19 はい。近畿大学スギヤマです。既設校にですね、近接行為において詳細がきかず

記載されており、やはりそれに、に比べていくと。 

0:01:30 更新するにあたっての機器、制御棒駆動機構の機器ですね、やはり新しくなると

いうこともありまして、これが必要ということ近畿大学了解しました。 

0:01:58 絵ではですね、回答について、規制庁の篠田です。回答については以上になりま

すが、何か近畿大学から質問等あり、 

0:02:06 ありましたら。 

0:02:07 お願いします。 

0:02:11 近畿大学スギヤマさん。近畿大学皆さんいかがでしょうか。 

0:02:14 よろしかったですか。山田先生大庭事務長。 

0:02:17 はい、ありがとうございます特にございません。はい。私も特にはございません。

ありがとうございます。スギヤマ現象新屋さん、入社としても、施行に必要。承知し

ました。ありがとうございました。 

0:02:33 清町の首藤です。ではですね、これで本日の面談は終了としたいと思います。よろ

しいでしょうか。 

0:02:41 はい、金木田これで近畿大スギヤマです。これでの回答いただきました事ありがと

うございました。 

0:02:49 ありがとうございました。ありがとうございました。 

0:02:55 ではですね、こちらで昆本日の面談は終了といたします。ありがとうございました。

ありがとうございました。 

0:03:04 いたします。 
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0:03:09 ございました。はい。 

 


